
これが大人の味（第４回子どもフェスティバル）

● 市職員の人事異動

● 中小企業者の皆さんを応援します！
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市 民 広 場

﹁
花
と
向
き
合
い
 
心
豊
か
に
﹂

長
谷
部
 亜
希
子
さ
ん
︵
中
津
江
村
栃
野
︶

﹁
花
を
通
し
て

人
と
の
関
わ
り
を
大
切
に
し
た
い
﹂

 
名
勝
伝
来
寺
庭
園
︵
大
分
県
指
定
文
化

財
︶
の
一
角
で
、
桜
や
紅
葉
な
ど
四
季
折
々

の
美
し
い
景
色
に
囲
ま
れ
て
花
と
向
き
合

う
長
谷
部
さ
ん
。

 

 
長
谷
部
さ
ん
は
三
重
県
出
身
。
ご
主
人

が
実
家
の
お
寺
を
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
た

め
、
家
族
で
東
京
か
ら
中
津
江
村
に
移
住

し
て
き
ま
し
た
。

  

︱
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
を

 
 
 
 
 
 
始
め
た
き
っ
か
け
は
︱

 

 
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
生
け
花
を
習
っ
て

い
ま
し
た
。
母
も
生
け
花
を
し
て
い
た
の

で
、
花
に
囲
ま
れ
た
生
活
だ
っ
た
か
ら
か
、

切
り
花
だ
け
で
な
く
布
花
や
鉢
物
な
ど
、

花
と
名
の
付
く
も
の
は
何
で
も
好
き
で
す
。

15
年
く
ら
い
前
に
、
水
が
不
要
で
手
入
れ

も
要
ら
な
い
の
に
生
け
花
の
風
合
い
を
楽

し
め
る
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
の
技
術

が
日
本
に
入
っ
て
き
ま
し
た
。
今
の
生
活

ス
タ
イ
ル
に
合
っ
た
新
し
い
も
の
を
取
り

入
れ
て
広
め
た
い
と
思
い
始
め
ま
し
た
。

 
※
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
⋮
生
花
な
ど

に
特
殊
な
保
存
液
を
吸
わ
せ
た
も
の
で
、

見
た
目
も
触
り
心
地
も
生
花
そ
の
も
の

の
花
。
花
が
咲
い
た
状
態
で
半
永
久
的

に
保
存
す
る
も
の
。
プ
リ
ザ
ー
ビ
ン
グ

フ
ラ
ワ
ー
と
も
い
う
。

  

︱
中
津
江
村
で
の
生
活
は
︱

 

 
の
ん
び
り
し
て
い
て
周
り
の
方
が
温
か

い
で
す
。
不
便
さ
は
あ
っ
て
も
居
心
地
が

良
く
て
住
み
や
す
い
の
で
、
東
京
に
戻
り

た
い
と
は
思
い
ま
せ
ん
。

 

 
﹁
年
を
取
る
と
習
い
事
を
し
た
く
て
も

遠
出
は
き
つ
い
﹂
と
の
声
を
聞
き
、
２
年

ほ
ど
前
、
気
軽
に
体
験
で
き
る
プ
リ
ザ
ー

ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
教
室
を
開
き
ま
し
た
。
 

 

 
軒
数
が
少
な
い
地
域
だ
か
ら
こ
そ
人
の

つ
な
が
り
を
大
切
に
し
た
く
て
、
少
人
数

の
フ
リ
ー
タ
イ
ム
制
で
お
し
ゃ
べ
り
を
楽

し
み
な
が
ら
レ
ッ
ス
ン
し
て
い
ま
す
。
レ

ッ
ス
ン
後
の
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
は
更
に
お
し

ゃ
べ
り
が
弾
み
、
と
て
も
楽
し
い
時
間
で

す
。

  

私
の
教
室
で
は
、
利
用
者
が
都
合
の
良

い
時
間
に
作
品
を
気
軽
に
制
作
で
き
る
の

で
、
地
域
の
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

 

︱
こ
れ
か
ら
の
目
標
は
︱

 

 
以
前
、
知
的
障
が
い
者
の
施
設
に
行
く

機
会
が
あ
り
、
皆
さ
ん
の
生
き
生
き
と
制

作
す
る
様
子
や
出
来
上
が
っ
た
と
き
の
笑

顔
が
心
に
残
り
ま
し
た
。
家
族
の
方
か
ら

も
喜
び
の
声
を
い
た
だ
き
、
や
っ
て
良
か

っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
い
ろ

い
ろ
な
花
を
使
っ
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
と

何
か
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

 
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
し
た
キ

ッ
ズ
レ
ッ
ス
ン
で
、
布
や
造
花
を
使
っ
た

作
品
や
寄
せ
植
え
な
ど
を
行
い
、
地
域
の

子
ど
も
た
ち
と
花
を
楽
し
み
た
い
で
す
。

   

 
気
負
わ
ず
に
花
を
楽
し
む
暮
ら
し
を
提

案
し
て
い
る
長
谷
部
さ
ん
。
﹁
作
品
が
出

来
上
が
っ
た
と
き
の
う
れ
し
さ
は
も
ち
ろ

ん
、
作
っ
て
い
る
時
間
も
楽
し
い
﹂
と
の

声
を
励
み
に
、
こ
れ
か
ら
も
ゆ
っ
た
り
と

し
た
時
間
を
提
供
し
た
い
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

教室の窓辺に並ぶ長谷部さんの作品
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⑦

﹁
天
瀬
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会
﹂︵
天
瀬
町
︶

 

 
天
瀬
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会
は
、

平
成
18
年
９
月
、﹁
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
を

守
り
、
活
か
し
、
人
と
自
然
に
や
さ
し
い

地
域
づ
く
り
﹂
を
テ
ー
マ
に
発
足
し
ま
し

た
。

 

 
現
在
、
会
員
は
26
人
。
月
１
回
の
定
例

会
で
各
自
が
持
ち
寄
っ
た
ア
イ
デ
ア
を
基

本
に
、
自
由
に
意
見
を
出
し
合
い
な
が
ら

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

 
研
究
会
で
は
、﹁
天
瀬
が
誇
れ
る 

や
す

ら
ぎ
と
癒
し
の
自
然
環
境
﹂
を
提
供
す
る

た
め
、
町
内
の
農
家
に
宿
泊
す
る
民
泊
体

験
の
企
画
や
、
地
元
の
桑
を
使
っ
た
桑
の

実
ジ
ャ
ム
、
桑
茶
な
ど
の
加
工
・
販
売
、

温
泉
卵
や
梅
、
柚
子
ジ
ャ
ム
づ
く
り
な
ど

の
体
験
も
行
っ
て
い
ま
す
。

 

 
ま
た
、
昨
年
11
月
に
は
、
高
原
の
風
を

感
じ
な
が
ら
、
天
瀬
の
特
産
品
や
加
工
品

な
ど
﹁
地
産
の
食
﹂
を
ゆ
っ
く
り
味
わ
っ

て
も
ら
お
う
と
、
会
員
た
ち
が
食
事
処
を

オ
ー
プ
ン
。
開
店
以
来
、
多
く
の
方
が
訪

れ
、
天
瀬
を
味
わ
っ
て
い
ま
す
。

 

 
代
表
の
松
浦
吐
四
郎
さ
ん
は
﹁
研
究
会

の
活
動
は
、
す
べ
て
天
瀬
の
自
然
の
恵
み

の
お
す
そ
分
け
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
活
動

を
通
じ
、
商
品
開
発
に
よ
る
天
瀬
町
の
情

報
発
信
や
雇
用
の
拡
大
、
環
境
保
全
、
農

山
村
地
域
の
活
性
化
な
ど
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
で
す
﹂
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。地域の活性化に取り組む天瀬グリーンツーリズム研究会

毎年多くの方が参加する民泊体験

新ポンプ車を前に決意を誓う

強い絆で日夜活動する光岡分団

  

 
我
が
光
岡
分
団
は
、
大
内
義
光
分
団

長
の 

下
、
分
団
員
27
人
で
構
成
し
て
い

ま
す
。

 

 
日
ご
ろ
の
防
火
点
検
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、 

地
区
内
事
業
所
の
火
災
訓
練
や

地
域
行
事
で
の
防
火
指
導
、
啓
発
に
も

努
め
て
い
ま
す
。

 

 
光
岡
地
区
は
、
中
心
部
に
花
月
川
が

流
れ
三
隈
川
と
合
流
し
て
い
る
た 

め
、

水
難
事
故
防
止
の
た
め
の
点
検
も
欠
か 

せ
ま
せ
ん
。

 

 
ま
た
、
分
団
員
の
募
集
も
行
っ
て
い

ま
す
。
団
員
に
な
れ
ば
、
良
い
こ
と
ば

か
り
！
縦
、
横
の
つ
な
が
り
が
で
き
、

新
た
な
発
見
も
あ
り
ま
す
。

 

 
さ
あ
、
入
団
し
よ
う
、
光
岡
分
団
へ
！

 
大
山
方
面
団
本
部
分
団
は
、
現
在
、

分
団
員
14
人
で
大
山
振
興
局
管
内
す
べ

て
の
地
区
を
管
轄
し
て
い
ま
す
。

 

 
大
山
方
面
団
の
訓
練
の
一
つ
に
、
連

結
送
水
訓
練
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

烏
宿
山
の
山
頂
に
あ
る
烏
宿
神
社
の
御

神
木
が
、
落
雷
に
よ
っ
て
山
火
事
に
な

っ
た
こ
と
を
教
訓
に
始
ま
り
ま
し
た
。

毎
回
ポ
ン
プ
車
１
台
、
小
型
ポ
ン
プ
９

台
を
連
結
し
て
、
延
長
約
１
８
０
０
ｍ
、

高
低
差
約
70
ｍ
の
区
間
に
ホ
ー
ス
を
延

ば
し
、
山
林
火
災
を
想
定
し
た
消
火
訓

練
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

 

 
今
年
１
月
に
は
新
し
い
ポ
ン
プ
車
が

配
備
さ
れ
、
分
団
員
一
同
、
気
持
ち
を

新
た
に
し
て
訓
練
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

日
田
方
面
団
 
光
岡
分
団

大
山
方
面
団
 
本
部
分
団

ふ
れ
あ
い
で
生
ま
れ
る

感
動
す
る
心

か
ら
と
ま
り

か
ら
と
ま
り
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▼
企
画
課
長
︵
社
会
福
祉
課
課
長
補
佐
兼
福
祉
総
務
係

長
︶
宮
崎 

正
俊

 
▼
税
務
課
長
︵
水
道
課
長
︶
吉
長 

一
徳

 

▼
契
約
検
査
室
長
︵
財
政
課
主
幹
兼
工
事
契
約
検
査
室
係

長
︶
財
津 

俊
一

▼
広
報
室
長
︵
情
報
課
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
係
長
︶

 
石
橋 

正
昭

   

▼
地
域
振
興
部
長
︵
企
画
課
長
︶
横
田 

秀
喜

 

▼
地
域
振
興
課
長
兼
ひ
た
生
活
領
事
館
イ
ン
福
岡
館
長

︵
文
化
財
保
護
課
長
︶
原
田 

文
利

 

▼
市
民
活
動
支
援
室
長
︻
課
長
級
︼︵
市
民
活
動
支
援
室
長

︻
補
佐
級
︼
︶
坂
本 

幸
枝

▼
東
有
田
振
興
セ
ン
タ
ー
長
︻
課
長
級
︼︵
天
瀬
振
興
局
総

務
振
興
課
課
長
補
佐
兼
総
務
振
興
係
長
︶
矢
幡 

浩
一

 

▼
小
野
振
興
セ
ン
タ
ー
長
︻
課
長
級
︼︵
小
野
振
興
セ
ン
タ

ー
長
︻
補
佐
級
︼
︶
平
島 

博

 

▼
大
鶴
振
興
セ
ン
タ
ー
長
︻
課
長
級
︼︵
大
鶴
振
興
セ
ン
タ

ー
長
︻
補
佐
級
︼
︶
長
尾 

博
登

 

▼
夜
明
振
興
セ
ン
タ
ー
長
︻
課
長
級
︼︵
夜
明
振
興
セ
ン
タ

ー
長
︻
補
佐
級
︼
︶
安
達 

貞
男

 

▼
五
和
振
興
セ
ン
タ
ー
長
︻
課
長
級
︼︵
五
和
振
興
セ
ン
タ

ー
長
︻
補
佐
級
︼
︶
川
浪 

勉

 

▼
天
瀬
振
興
局
長
兼
総
務
振
興
課
長
兼
馬
原
出
張
所
長
兼

五
馬
出
張
所
長
︵
教
育
総
務
課
長
︶
梶
原 

孝
史

 

▼
天
瀬
振
興
局
産
業
建
設
課
長
︵
水
道
課
課
長
補
佐
兼
工

務
係
長
︶
 
浪 

純
一

 

▼
天
瀬
振
興
局
市
民
福
祉
課
長
︵
天
瀬
振
興
局
産
業
建
設

課
長
︶
井
上 

辰
盛

 

▼
大
山
振
興
局
長
兼
総
務
振
興
課
長
兼
大
山
ダ
ム
対
策
室
長

︵
農
業
振
興
課
課
長
補
佐
兼
畜
産
振
興
係
長
︶

 
河
津 

武
夫

▼
中
津
江
振
興
局
長
兼
産
業
建
設
課
長
︵
中
津
江
振
興
局

産
業
建
設
課
長
︶
 
野 

民
行

 

▼
中
津
江
振
興
局
総
務
振
興
課
長
︵
天
瀬
振
興
局
市
民
福

祉
課
長
兼
窓
口
サ
ー
ビ
ス
係
長
︶
佐
藤 

潤

   

▼
市
民
課
長
︵
住
宅
課
課
長
補
佐
兼
住
宅
係
長
︶

 
梶
原 

吉
久

 

▼
水
郷
ひ
た
づ
く
り
推
進
課
長
︵
都
市
整
備
課
課
長
補
佐

兼
都
市
計
画
係
長
︶
梅
山 

武
彦

▼
生
活
環
境
課
長
︵
大
山
ダ
ム
対
策
室
長
︻
課
長
級
︼
︶

藤
  

敏
明

 

４
月
１
日
付
け
で
行
っ
た
市
職
員
︵
部
長
・
課
長
・
所
長
等
︶
の

異
動
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、︵
 
︶
内
は
旧
任
で
す
。

総

務

企

画

部

地

域

振

興

部

市

民

環

境

部

 
石
松
副
市
長
は
、
平
成
19
年
９
月
、
副
市
長

制
度
が
導
入
さ
れ
た
後
の
初
代
副
市
長
と
し
て

就
任
さ
れ
、
平
成
22
年
３
月
31
日
に
退
任
す
る

ま
で
の
２
年
６
か
月
間
、
日
田
キ
ヤ
ノ
ン
マ
テ

リ
ア
ル
株
式
会
社
の
誘
致
、
建
設
予
定
地
の
整

備
な
ど
重
要
な
行
政
課
題
に
対
し
て
ご
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

石
松
副
市
長

 
 
 

お
疲
れ
様
で
し
た
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▼
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
化
セ
ン
タ
ー
所
長
︻
課
長
級
︼︵
バ
イ

オ
マ
ス
資
源
化
セ
ン
タ
ー
所
長
︻
補
佐
級
︼
︶
綾
垣 

敏
弘

 
▼
清
掃
セ
ン
タ
ー
所
長
︻
課
長
級
︼︵
清
掃
セ
ン
タ
ー
所
長

︻
補
佐
級
︼︶
矢
幡 

文
義

 

▼
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
所
長
︻
課
長
級
︼︵
環
境
衛
生
セ
ン

タ
ー
所
長
︻
補
佐
級
︼︶
松
尾 

健
一

   

▼
光
岡
保
育
園
長
︻
課
長
級
︼︵
こ
ど
も
未
来
室
主
幹
兼
光

岡
保
育
園
長
︶
栗
秋 

直
美

▼
す
ぎ
っ
子
保
育
園
長
︻
課
長
級
︼︵
こ
ど
も
未
来
室
次
長

兼
す
ぎ
っ
子
保
育
園
長
︶
木
山 

昭
美

 

▼
地
域
保
健
課
長
︵
社
会
保
険
課
課
長
補
佐
兼
国
保
・
年

金
係
長
︶
楢
原 

靖
昭

 

▼
チ
ャ
イ
ル
ド
プ
ラ
ザ
施
設
長
︵
光
岡
保
育
園
専
門
員
︶

坂
本 

千
代
美

▼
商
工
観
光
部
長
︵
農
林
振
興
部
長
︶
後
藤 

清

 

▼
観
光
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
振
興
課
長
︵
観
光
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

振
興
課
課
長
補
佐
兼
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
係
長
︶
平
野 

拓

▼
企
業
立
地
推
進
課
長
︵
企
業
立
地
推
進
課
課
長
補
佐
兼

企
業
立
地
推
進
係
長
︶
永
瀬 

与
志
弘

  

▼
農
林
振
興
部
長
︵
農
業
振
興
課
長
︶
樋
口 

虎
喜

 

▼
農
林
振
興
部
次
長
兼
林
業
・
木
材
産
業
振
興
課
長
︵
林

業
・
木
材
産
業
振
興
課
長
︶
吉
田 

清
士

 

▼
農
業
振
興
課
長
︵
総
務
課
課
長
補
佐
兼
行
政
係
長
︶

 
投
野 

祐
二

  

▼
土
木
建
築
部
長
︵
土
木
課
長
︶
坂
本 

誠

 

▼
都
市
整
備
課
長
︵
土
木
課
課
長
補
佐
兼
道
路
係
長
︶

 
長
尾 

善
光

 

▼
土
木
課
長
︵
財
政
課
工
事
契
約
検
査
室
長
︶

 
森
山 

康
夫

 

▼
建
築
住
宅
課
長
︵
建
築
指
導
課
長
︶
貞
清 

唯
行

 

▼
下
水
道
課
長
兼
大
山
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
プ
レ
イ
ス
場
長

︵
廃
棄
物
対
策
課
長
︶
蒲
池 

正
英

 

▼
浄
化
セ
ン
タ
ー
場
長
兼
下
水
道
課
参
事
兼
施
設
係
長

︵
下
水
道
課
課
長
補
佐
兼
施
設
係
長
︶
田
中 

孝
典

  

▼
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
︵
教
育
次
長
︶
堤 

宣
廣

  
▼
教
育
次
長
︵
地
域
振
興
課
長
兼
ひ
た
生
活
領
事
館
イ
ン

福
岡
館
長
︶
佐
藤 

功

 

▼
教
育
総
務
課
長
︵
教
育
総
務
課
課
長
補
佐
︶
行
村 

豊
喜

▼
中
央
公
民
館
長
︵
中
央
公
民
館
次
長
兼
指
導
係
長
︶

 
島
崎 

誠
司

▼
文
化
財
保
護
課
長
兼
咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長

︵
都
市
整
備
課
長
︶
財
津 

隆
之

▼
体
育
保
健
課
長
兼
前
津
江
学
校
給
食
共
同
調
理
場
長
兼

中
津
江
学
校
給
食
調
理
場
長
兼
上
津
江
学
校
給
食
調
理

場
長
兼
津
江
中
学
校
給
食
調
理
場
長
兼
大
山
学
校
給
食

共
同
調
理
場
長
兼
天
瀬
学
校
給
食
共
同
調
理
場
長
︵
人

権
・
同
和
対
策
課
課
長
補
佐
兼
人
権
・
同
和
対
策
係
長
︶

穴
井 

豊
秋

▼
淡
窓
図
書
館
長
︵
社
会
保
険
課
課
長
補
佐
兼
介
護
認
定

係
長
︶
中
村 

文
博

▼
博
物
館
長
︵
文
化
財
保
護
課
主
幹
兼
埋
蔵
文
化
財
係

長
︶
北
村 

羊

▼
世
界
遺
産
推
進
室
長
︵
教
育
総
務
課
主
幹
兼
総
務
企
画

係
長
︶
 
瀬 

享

 

▼
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
︵
農
業
委
員
会
事
務
局
主
幹

兼
農
地
調
整
係
長
︶
穴
井 

安
夫

  

▼
議
会
事
務
局
長
︵
商
工
観
光
部
長
︶
 
瀬 

幸
男

  

▼
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長
︵
企
業
立
地
推
進
課
長
︶

財
津 

文
憲

   

▼
監
査
委
員
事
務
局
長
︵
監
査
委
員
事
務
局
次
長
兼
調
査

係
長
︶
小
野 

博
文

  

▼
水
道
課
長
︵
財
政
課
課
長
補
佐
兼
財
政
係
長
︶

 
江
藤 

隆
秀

    

▼
石
松 

雅
彰
︵
副
市
長
︶

▼
長
尾 

幸
夫
︵
地
域
振
興
部
長
︶

▼
小
田 

和
光
︵
土
木
建
築
部
長
︶

▼
多
田 

哲
祥
︵
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
︶

福

祉

保

健

部

土

木

建

築

部

教

育

委

員

会

商

工

観

光

部

農

林

振

興

部

会

計

課

選

挙

管

理

委

員

会

事

務

局

監

査

委

員

事

務

局

水

道

課

議

会

事

務

局

退
職
者
︵
３
月
31
日
付
け
︶
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▼
日
野 

和
則
︵
教
育
庁
参
与
兼
中
央
公
民
館
長
︶

 
▼
藤
井 

治
︵
議
会
事
務
局
長
︶

 
▼
武
石 

英
男
︵
税
務
課
長
︶

 

▼
河
野 
充
明
︵
天
瀬
振
興
局
長
兼
総
務
振
興
課
長
兼
馬
原

出
張
所
長
兼
五
馬
出
張
所
長
︶

▼
朝
井 

幸
一
郎
︵
大
山
振
興
局
長
兼
総
務
振
興
課
長
︶

▼
森
本 

久
宣
︵
中
津
江
振
興
局
長
兼
総
務
振
興
課
長
︶

▼
伊
藤 

雅
徳
︵
市
民
課
長
︶

▼
梶
原 

義
朝
︵
水
郷
ひ
た
づ
く
り
推
進
課
長
︶

 

▼
櫟
原 

満
知
子
︵
地
域
保
健
課
長
︶

 

▼
千
原 

香
代
子
︵
観
光
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
振
興
課
長
︶

▼
小
埜 

公
明
︵
住
宅
課
長
︶

▼
梶
原 

増
美
︵
下
水
道
課
長
兼
浄
化
セ
ン
タ
ー
場
長
兼
大

山
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
プ
レ
イ
ス
場
長
︶

▼
諌
山 

孝
司
︵
体
育
保
健
課
長
兼
前
津
江
学
校
給
食
共
同

調
理
場
長
兼
中
津
江
学
校
給
食
調
理
場
長
兼
上
津
江
学

校
給
食
調
理
場
長
兼
津
江
中
学
校
給
食
調
理
場
長
兼
大

山
学
校
給
食
共
同
調
理
場
長
兼
天
瀬
学
校
給
食
共
同
調

理
場
長
︶

▼
末
武 

正
則
︵
淡
窓
図
書
館
長
︶

 

▼
古
後 

純
一
︵
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長
︶

▼
河
津 

常
人
︵
監
査
委
員
事
務
局
長
︶

 

▼
河
野 

立
美
︵
天
瀬
振
興
局
五
馬
出
張
所
参
事
︶

▼
中
島 

公
宣
︵
博
物
館
長
︶

 

▼
藤
原 

正
紀
︵
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
︶

 

▼
日
野 

正
行
︵
東
有
田
振
興
セ
ン
タ
ー
長
︶

▼
久
積 

佐
枝
子
︵
こ
ど
も
未
来
室
主
幹
兼
チ
ャ
イ
ル
ド
プ

ラ
ザ
施
設
長
︶

▼
江
田 

悦
子
︵
企
画
課
課
長
補
佐
兼
男
女
共
同
参
画
推

進
・
統
計
係
長
︶

 

▼
九
岡 

節
子
︵
市
民
課
課
長
補
佐
兼
窓
口
サ
ー
ビ
ス
係
長

兼
３
日
以
内
窓
口
係
長
︶

▼
川
津 

政
利

 
︵
大
山
振
興
局
産
業
建
設
課
主
幹
兼
管
理
係
長
︶

▼
坂
本 

町
子
︵
前
津
江
振
興
局
産
業
建
設
課
産
業
建
設
係

専
門
員
︻
係
長
取
扱
︼︶

 

▼
永
瀬 

利
文
︵
前
津
江
振
興
局
産
業
建
設
課
産
業
建
設
係

専
門
員
︻
係
長
取
扱
︼︶

▼
武
内 

務
︵
延
寿
寮
業
務
係
専
門
員
︻
係
長
取
扱
︼
︶

▼
野
木 

裕
子

 
︵
学
校
教
育
課
学
務
係
専
門
員
︻
係
長
取
扱
︼
︶

▼
梶
原 

カ
ズ
子
︵
上
津
江
診
療
所
看
護
師
︶ 

 

▼
日
田
市
立
咸
宜
小
学
校
長
︵
学
校
教
育
課
長
兼
教
育
セ

ン
タ
ー
所
長
︶
 
野 

義
啓

▼
九
重
町
立
東
飯
田
中
学
校
長
︵
人
権
・
同
和
教
育
室
長
︶

江
田 
隆
生

▼
日
田
市
立
三
芳
小
学
校
教
頭
︵
学
校
教
育
課
指
導
主
事
︶

石
原 

康
弘

▼
日
田
市
立
三
隈
中
学
校
︵
学
校
教
育
課
指
導
主
事
︶

 
中
野 

照
行

  

▼
学
校
教
育
課
長
兼
教
育
セ
ン
タ
ー
所
長
︵
学
校
教
育
課

指
導
係
長
︶
秋
月 

順
一

 

▼
人
権
・
同
和
教
育
室
長
︵
人
権
・
同
和
教
育
室
指
導
調

査
係
長
︶
森
田 

寿
美
香

 

▼
学
校
教
育
課
指
導
係
長

 

 
︵
日
田
市
立
三
隈
中
学
校
︶
江
嶋 

久
典

▼
人
権
・
同
和
教
育
室
指
導
調
査
係
長

 

 
︵
日
田
市
立
津
江
中
学
校
︶
伊
東 

和
史

▼
学
校
教
育
課
指
導
主
事

 

 
︵
日
田
市
立
朝
日
小
学
校
︶
森
山 

智
紀

▼
学
校
教
育
課
指
導
主
事

 

 
︵
日
田
市
立
東
部
中
学
校
︶
吉
田 

英
喜

  

▼
酒
井 

由
佳
 
税
務
課
主
事
補

 

▼
安
養
寺 

智
也
 
税
務
課
主
事
補

▼
伊
東 

寿
将
 
情
報
課
主
事

▼
岩
下 

尚
喜
 
市
民
課
主
事
補

 

▼
森
山 

美
代
 
高
瀬
保
育
園
保
育
士

▼
平
野 

沙
織
 
光
岡
保
育
園
保
育
士

▼
毛
利 

恵
 
あ
ま
が
せ
保
育
園
保
育
士

▼
 
倉 

仁
 
商
工
労
政
課
主
事
補

▼
河
津 

匠
 
農
業
振
興
課
技
師
補

 

▼
綾
垣 

早
人
 
森
林
保
全
課
技
師
補

▼
穴
井 

麻
由
 
都
市
整
備
課
主
事
補

 

▼
財
津 

隆
弘
 
土
木
課
技
師
補

▼
進 

和
宏
 
教
育
総
務
課
主
事
補

 

▼
廣
末 

雅
代
 
文
化
財
保
護
課
主
事
補
兼
世
界
遺
産
推
進

室
主
事
補

︻
問
い
合
わ
せ
︼

総
務
課
職
員
係
 
☎
�
８
２
３
９
︵
市
役
所
４
階
︶

採
用
者
︵
４
月
１
日
付
け
︶

県
派
遣
︵
４
月
１
日
付
け
︶

県
派
遣
︵
３
月
31
日
付
け
︶



7 2010.  4. 15  広報ひた

・市内に引き続き１年
以上住所及び事業所
を有していること

・引き続き１年以上同
一の事業を営んでい
る中小企業者 

市内に引き続き１年以
上住所及び事業所を有
し、引き続き１年以上
同一の事業を営んでい
る中小企業者で、新た
な事業展開や新分野へ
の進出又は業態の転換
を行おうとする事業者

新事業展開

支 援 資 金

５年：2.4％
10年：2.65％

年2.0％

年2.0％

2,000万円
以内

（100万円以上）

10年以内
原則として

月賦均等返済
（据置き１年以内）

1,000万円
以内

（100万円以上）
運転資金

設備資金

10年以内

10年以内
（災害の場合は

 据置き１年以内）

保証協会が定める率
（0.40～1.70％）
※市が全額補助

保証協会が
定める率

（0.40～1.70％）

振興資金

中

小

企

業

振

興

資

金

資金名 融資対象 資金の使途 申込先
限度額 期間 利率

融資条件

保証料（注） 担保等

商工労政課

・市内中小企業者及び
開業予定の個人

・借入金額と同額以上
の自己資金を有して
いる個人

・市内に居住し、かつ市
内に開業予定の方又
は開業１年未満の方 

年2.0％
1,000万円

以内
（100万円以上）

７年以内
（据置き１年以内）

７年以内
（据置き１年以内）

設備資金

運転資金

設備資金

運転資金

開業資金

女性若者

起業支援

資金  

市内金融機関
0.86％

※市が全額補助

市内に居住し、かつ市
内に開業予定又は開業
１年未満の方であって、
女性又は35歳未満の方
及び市内に転入して１
年未満の方 

年2.0％
※市が 
全額補助

500万円
以内

（100万円以上）
商工労政課

0.86％
※市が全額補助

保証協会が
定める率

（0.45～1.90％）
※市が全額補助

市内金融機関

（注）セーフティネット5号が適用された場合、0.80%以下となります。

【問い合わせ】商工労政課地場産業振興係 ☎２２－８２３９（市役所６階）

◆商店街活性化利子補給制度

  振興資金の設備資金及び開業資金の融資を受けて、商店街の中で店舗等の新・増改築及び施設整備、創業者が商店

街で実施する新たな創業等は、貸付利息の全額を市が補助します。詳細は下記にお問い合わせください。

  市では、緊急経済対策として平成21年度に創設した中小企業振興資金特別融資制度の要件を一部緩和し、継続し

て行います。この制度では、市が保証料の全額補助と３年間の利子補給を行います。なお、下記に掲載している既存

の日田市中小企業融資制度は引き続き利用することができます。

 中小企業振興資金特別融資制度の概要

 ■融資対象 次の�～⑤のいずれにも該当する方

  ①市内に住所及び事業所を有していること

  ②市内に１年以上居住し、かつ、１年以上継続して同一の事業を営んでいること

  ③市税を完納していること            ④セーフティネット保証の対象業種であること

  ⑤最近３か月間の平均売上高等が、前年同期と比較して10％以上減少していること

   若しくは、最近３か月間の平均売上高等が前々年同期と比較して10％以上減少していること

 ■融資限度額 100万円以上1,000万円以内 ■融資期間 10年以内

 ■利率 年2.0％（市が３年間利子補給） ■保証料 保証協会が定める率（市が全額補助）

 ■担保等 原則として無担保無保証人（法人の場合は代表者を連帯保証人とする）

 ■資金使途 設備資金、運転資金 ■実施期限 平成23年３月31日融資実行分まで

 ■申込先 市内金融機関（セーフティネットの認定は商工労政課で行います）

 日田市中小企業融資制度

中小企業者の皆さんを応援します！

設備・運
転資金
事業遂行
上必要な
設備に要
する資金
とそれに
付随する
運転資金

原則として無
担保無保証人
（法人の場合
は代表者を連
帯保証人とす
る）

原則として無担
保無保証人（法
人の場合は代表
者を連帯保証人
とする）

不要（法人の
場合は代表者
を連帯保証人
とする）

不要（法人の
場合は代表者
を連帯保証人
とする）

原則として無
担保無保証人
（法人の場合
は代表者を連
帯保証人とす
る）

季節資金 振興資金に同じ
年1.7％

（変動あり）

400万円
以内

（50万円以上）

夏：５か月以内
冬：６か月以内
期日一括返済又
は月賦均等返済

運転資金 日田商工会議所

保証協会が
定める率

（0.41～1.86％）
※市が全額補助
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ま
ち
の

わ
だ
い

  ３月13日、上津江町で、畜産農家の後継者育成を目

的に上津江畜産部会が主催する「畜産体験ツアー」が開

催された。

  保育園児、小学生、一般の方など32人が参加したこ

のツアーでは、参加者が牛舎に入り、餌やり、毛づくろ

いなどの体験を通して牛と触れ合った後、畜産農家の仕

事についての講演が行われた。

  参加者は、普段見慣れない牛と触れ合いながら、畜産

農業を体験した。

    水郷日田ファン倶楽部「水の郷大使」に登録する会員

だけの特典として、３月14日、ひた生活領事館イン福

岡総領事の山本華世さんと一緒に日田を巡る日帰りバス

ツアーが開催された。

  ツアーに参加した74人は、豆田町を散策したり、サ

ッポロビール九州日田工場など市内各地を訪れたほか、

昼食では漬物や野菜を使った寿司「ひたん寿し」を味わ

い、山本華世さんと一緒に春の日田を楽しんだ。

大 盛況の「畜産体験ツアー」

   ３月31日をもって閉校となる柚木小学校で、３月21日、

閉校式が行われ、卒業生や歴代の教職員、地域住民など、

約100人が出席した。

  閉校式では、市長、蒲池幸重校長、和合信義閉校式実行

委員長によるあいさつなどが行われた後、在校生３人が、

柚木小学校の130年の歴史や思い出をスライドショーで紹

介した。

  閉校に伴い、柚木小学校校区の児童に関する教育事務は、

４月１日から福岡県うきは市に委託されるため、１年生一

人は姫治小学校に転学、卒業する６年生二人は浮羽中学校

に入学することになる。

山 本華世と行く 日帰りバスツアー!!

さ ようなら 柚木小学校

ひめはる
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早 春のひたを駆け巡る

満 開の桜に囲まれて

  ３月19日、松原公民館で、元佐伯市観光大使である

矢野大和さんを講師に招いて「笑って元気！口演会」が

開催された。

  周辺地域活性化対策事業の一環として行われた講演会

は、高齢化率が35％を超える自治会内の住民が元気に

なり地域が活性化することを目的に、おおやま南部自治

会が開催したもの。

  参加者は「久しぶりにこんなに笑いました。笑うこと

は良いことですね」と話した。

  ３月14日、陸上競技場をスタート・ゴールに第11回

天領日田ひなまつり健康マラソン大会が開催され、市内

外から1,256人が参加し、ハーフ・10km・５km・２kmの

各コースに分かれて早春の日田を駆け巡った。

  開会式では、最年長の園田キヨ子さん（83歳）と夫の

洋一さん（82歳）が選手宣誓を行い、ゲストランナーと

してバルセロナオリンピックマラソン代表の松永（旧姓 

小鴨）由水さんらも参加し、大会を盛り上げた。

手 づくり郷土賞を受賞

  毎年11月に花月川周辺で行われる千年あかりが、国

土交通省の「平成21年度手づくり郷土賞」に選定され、

３月26日、千年あかり実行委員会（財津忠幸委員長）

に対し、認定証の伝達式が行われた。

  これは、千年あかりの取組が個性的で魅力ある川づく

り、地域づくりの好事例として評価されたもので、九州

では、そのほかに大野城市のどんぽの森公園が選定され

ている。

  ３月28日、亀山公園で第17回桜まつりが開催された。

  このまつりは、亀山公園の桜を見ながら地域の人たち

と交流を深めてもらうことを目的に、島内振興協議会が

開催しているもの。

  約1,000人が訪れた会場では、焼き鳥、うどんなどを

販売する模擬店が出展したほか、カラオケや舞踊などを

披露する芸能大会、町内会によるのみの市も行われ、一

日中にぎわった。

笑 って元気！

ふるさと

こ がも ゆ み

たい わ
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青年海外派遣事業とは

  経済の低迷や高齢化社会の到来等により、これからの産業の在り方などを研修・研究することが

必要となっています。市では、これからの日田市を担う青年をヨーロッパに派遣して、訪問国の産業、

経済、福祉、文化、歴史等を学び、国際化社会に対応した人材を育成するとともに、日田市の活性化

及び振興と友好交流に寄与することを目的に青年海外派遣事業を行います。

  どんな人が対象？
  日田市在住のおおむね20歳以上40歳以下の方で、目的意識を持った意欲のある方

 どこに行くの？
   訪問先はヨーロッパで、訪問国は研修に合わせて自由に選べます。

 海外派遣はいつ？期間は？
   原則として、平成22年７月から平成23年２月までのうち、３週間以上

 人数は？
   ３人以上５人以下のグループで、５グループ以内

  英語が苦手だけど大丈夫？
   グループごとに日程に合わせて通訳をつけます。

 費用の補助は？
   交通費と宿泊費に係る金額の２分の１を補助します。（上限額：20万円）

 申込方法は？
   研修目的、内容、行程、経費等記載した企画書を下記に提出
 
  ※申込みを希望する方は、必ず事前に下記にお問い合わせください。資料を準備しています。

 申込期限
   ５月28日㈮

【問い合わせ】企画課国際交流係 ☎２２－８２２７（市役所４階）
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項   目 内容・持参するもの・その他とき（受付時間） 会  場

項   目 対  象 内容・持参するもの・その他とき（受付時間） 会  場

母子健康手帳交付

女性専用健康相談

エ イ ズ 抗 体 検 査

肝炎ウイルス検査等

４か月児健康診査

７か月児健康診査

１歳６か月児健康診査

３ 歳 児 健 康 診 査

乳 幼 児 健 康 相 談
（すくすく相談）

市 内 全 域
成 人 健 康 相 談

西 有 田 地 区
成 人 健 康 相 談

五 和 地 区
成人・乳幼児健康相談

※それぞれの健診は、どの会場でも受けられますので、いずれかの会場で一度受けてください。
※その他の乳幼児健康相談は、成人健康相談と同時実施です。詳細は下記を参照してください。   

※前津江、中津江、上津江、大山、鎌手、馬原、五馬、中川、小野、東有田、夜明地区での成人健康相談は、自治会を通じて
 お知らせします。健康手帳・健診結果をお持ちになって、是非、お越しください。

地域保健課健康支援係（ウェルピア１階） ☎24-3000   天瀬振興局市民福祉課   ☎57-8204
大山振興局市民福祉課 ☎52-3101   前津江振興局市民福祉課  ☎53-2111
中津江振興局市民福祉課 ☎54-3111   上津江振興局市民福祉課  ☎55-2011

【問い合わせ】

７日�・14日�

21日�・28日�

（9:00～16:00）

11日�
（13:00～13:30）

各振興局窓口
（予約制）

12日�
（13:00～13:30）

14日㈮
（13:00～13:30）

要予約制

20日�
（9:00～11:00）

随時
（要電話予約）

28日�
（9:30～11:00）

市役所７階
大会議室

各振興局内の
会議室又は窓口

ウェルピア 妊  婦
（妊娠届出書を

お持ちの方）

平成21年12月20日～
平成22年１月19日

生まれ

市役所７階
大会議室

天瀬公民館
東渓分館

平成21年
10月生まれ

平成20年
８～10月生まれ

14日㈮
（13:00～13:30）

天瀬公民館
東渓分館

平成18年11月～
平成19年１月生まれ

18日�
（13:00～13:30）

市役所７階
大会議室

平成20年
10月生まれ

19日㈬
（13:00～13:30）

市役所７階
大会議室

平成19年
１月生まれ

21日㈮
（10:00～11:30）

大山
保健センター

27日㈭
（10:00～11:00）

なかつえ保育園

未就学児

ウェルピア１階

ウェルピア１階

大分県
西部保健所

西有田公民館

６日�
（9:30～11:30）

五和公民館

◇内容：母子健康手帳の交付、使い方や
 妊娠中の健康管理（保健師）などの説明
◇持参するもの：妊娠届出書
※左記の交付日に来られない方は、交付
 を希望する各窓口に事前に電話で予約
 して、お越しください。

◇内容：身体計測、保健相談
◇持参するもの：母子健康手帳
※大山保健センターとなかつえ保育園で
 は栄養相談を行います。
※中央児童館、天瀬児童館、前津江保健
 センター、すぎっ子保育園では５月は
 行いません。 

◇内容：身体計測、内科・歯科診察、歯
や歯磨きの相談、栄養相談、保健相談

◇持参するもの：問診票、母子健康手帳
※歯を磨いてきてください。
※１歳６か月児健診では、幼児用歯ブラ

シを持参してください。
※事前に封書で個別通知します。
※５月６日までに通知のない方は、受診

する地域の振興局・市役所等に連絡し
てください。 

◇内容：身体計測、内科・整形外科診察、
 離乳食の相談、保健相談
◇持参するもの：母子健康手帳
◇内容：身体計測、内科診察、離乳食の
 相談、保健相談、絵本の読み聞かせ
◇持参するもの：母子健康手帳 

◇内容：女性特有の健康上の悩みなどに関する相談
◇申込方法：電話で地域保健課健康支援係に予約

◇内容：血圧測定、検尿、体脂肪率測定、生活習慣病
 などに関する相談（希望者はみそ汁の塩分測定）
◇持参するもの：健康手帳、みそ汁少々（希望者のみ）
※平成22年度は、奇数月に開催します。  

〈成人健康相談〉◇内容：血圧測定、検尿、体脂肪率測定、
生活習慣病などに関する相談

◇持参するもの：健康手帳、健診を受けた方は健診結果
〈妊産婦・乳幼児健康相談〉
◇内容：身体計測、発育・発達や育児の悩みなどの相談
◇持参するもの：母子健康手帳

◇申込方法：電話で大分県西部保健所（☎23-3133）に
 予約
◇料金：無料 
※エイズ抗体検査は匿名でも受けられます。
◇肝炎ウイルス検査は無料です。また肝炎のインター
 フェロン治療に対する医療費助成も行っています。
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くらしの情報

■
対
象
業
種
 
製
造
業
、
電
気
・

ガ
ス
・
熱
供
給
業
、
道
路
貨
物

運
送
業
及
び
そ
れ
ら
に
関
連
す

る
学
術
・
開
発
研
究
機
関
等

 

■
対
象
要
件

 

・
設
備
投
資
額
が
２
５
０
０
万
円

以 

上
で
あ
る
こ
と
︵
新
た
な
工

場
等
の
建
物
の
設
置
が
必
要
︶

 

・
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
を
一

人
以
上
新
規
雇
用
す
る
こ
と

 

・
公
害
を
防
止
す
る
た
め
の
適
切 

な
措
置
を
講
じ
て
い
る
こ
と

 

・
税
金
の
滞
納
が
な
い
こ
と

 

■
助
成
内
容

 

・
固
定
資
産
税
の
不
均
一
課
税

  

固
定
資
産
税
の
１
０
０
分
の
50 

を
３
年
間
不
均
一
課
税

 

・
土
地
に
対
す
る
助
成

 

設
備
投
資
額
が
１
億
円
以
上
の

 

場
合
、
新
た
に
取
得
し
た
土
地

 

に
対
す
る
助
成
 
１
０
０
分
の

10
︵
限
度
額
５
０
０
０
万
円
︶

 

・
新
規
雇
用
者
に
対
す
る
奨
励

 

 
一
人
当
た
り
20
万
円
︵
限
度
額

２
０
０
０
万
円
︶

 

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

 

 
企
業
立
地
推
進
課
企
業
立
地
推

進
係

 
☎
 
８
３
１
３
︵
市
役
所
７
階)

    

 
住
居
表
示
制
度
が
実
施
さ
れ
て

い
る
地
域
︵
住
所
が
〇
番
〇
号
で

表
示
さ
れ
て
い
る
地
域
︶
で
は
、

玄
関
又
は
門
な
ど
建
物
の
入
り
口

付
近
に
左
記
の
よ
う
な
﹁
町
名
表

示
板
﹂
・﹁
住
居
番
号
表
示
板
﹂
を

表
示
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

 

 
表
示
板
が
は
が
れ
た
り
、
文
字

が
読
み
に
く
い
場
合
は
無
料
で
再

交
付
し
ま
す
の
で
、
左
記
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

町
名
・
住
居
番
号
表
示
板
︵
例
︶

      

 

市
民
課
窓
口
サ
ー
ビ
ス
係

  

☎
 
８
２
０
４
︵
市
役
所
１
階) 

   

 
市
で
は
、
地
域
の
実
情
に
即
し

た
独
自
の
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
た

め
、
自
治
体
運
営
の
基
本
理
念
や

仕
組
み
等
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的

な
ル
ー
ル
を
定
め
た
﹁
自
治
基
本

︵
ま
ち
づ
く
り
︶
条
例
﹂
の
策
定

に
取
り
組
み
ま
す
。

 

 
そ
こ
で
、
次
の
と
お
り
市
民
ワ

ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
委
員
を
募
集

し
ま
す
。

 

■
対
象
 
市
内
在
住
の
方

 

■
募
集
数
 
10
人
程
度

 

■
期
間

 
自
治
基
本
条
例
制
定
の
日
ま
で
、

お
お
む
ね
１
年
～
１
年
半

 

■
内
容
 
自
治
基
本
条
例
案
の
策

定
作
業
︵
条
例
案
の
内
容
等
の

検
討
を
行
う
予
定
︶

 

■
申
込
方
法
 
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、

郵
送
又
は
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
左
記

に
申
込
み

 

■
申
込
期
限
︵
当
日
消
印
有
効
︶

 

 
５
月
７
日
㈮

 ︻
申
込
先
︼
〒
８
７
７-

８
６
０
１

 ︵
住
所
記
載
不
要
︶

 

企
画
課
政
策
企
画
係

 ︵
Ｆ
Ａ
Ｘ
︶
 
０
４
２
９

 ︵
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
︶

 k
ik

a
k
u
@

c
ity

.h
ita

.o
ita

.jp

☎
 
８
２
２
７
︵
市
役
所
４
階)

    

 
市
で
は
、
小
学
生
の
医
療
費
の

一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

 

 
４
月
に
入
学
し
た
新
１
年
生
は
、

各
学
校
を
通
し
て
登
録
申
請
書
を

送
付
し
ま
す
の
で
、
左
記
又
は
各

振
興
局
に
提
出
し
、
受
給
資
格
者

証
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

 

こ
ど
も
未
来
室
家
庭
支
援
係

☎
 
８
２
９
２
︵
市
役
所
１
階)

    

 
交
通
災
害
で
整
骨
院
な
ど
柔
道

整
復
師
の
施
術
を
行
っ
た
場
合
、

交
通
災
害
共
済
見
舞
金
の
支
給
に

は
医
師
の
同
意
︵
指
示
︶
が
必
要

と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
４
月
１

日
以
降
に
発
生
し
た
交
通
事
故
か

ら
は
不
要
と
な
り
ま
し
た
。

 

※
大
分
県
交
通
災
害
共
済
に
は
い

つ
で
も
加
入
で
き
ま
す
。
詳
細

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

に
な
る
か
、
左
記
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

市
民
課
生
活
安
全
係

 

 
☎
 
８
２
０
４
︵
市
役
所
１
階)  

      

 
障
が
い
に
関
す
る
相
談
窓
口
が

ウ
ェ
ル
ピ
ア
か
ら
Ｊ
Ｒ
日
田
駅
前

の
チ
ャ
イ
ル
ド
プ
ラ
ザ
横
︵
元
町

再
開
発
住
宅
︶
に
移
転
し
ま
し
た
。

電
話
に
よ
る
受
付
や
巡
回
相
談
も

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 

■
と
き
 
月
～
金
曜
日

 

 
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

 
■
相
談
支
援
事
業
者

 
・
Ｂ
ｅ
ｅ
す
け
っ
と
︵
身
体
障
が

い
・
知
的
障
が
い
・
療
育
に
関

す
る
こ
と
︶
☎
 
７
８
９
７

 

・
ヒ
ュ
ッ
ゲ
︵
精
神
障
が
い
に
関

す
る
こ
と
︶
☎
 
４
０
０
０

  

各
振
興
局
管
内
で
は
、
次
の
日

程
で
巡
回
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

Ｂ
ｅ
ｅ
す
け
っ
と
︵
身
体
障
が
い

・
知
的
障
が
い
等)

 

・
天
瀬
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

 

 
毎
月
第
３
火
曜
日

 

 
午
前
10
時
～
正
午

 

・
大
山
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

 

 
毎
月
第
２
金
曜
日
︵
２
月
は
第

４
金
曜
日
︶
午
前
10
時
～
正
午

 

・
前
津
江
保
健
セ
ン
タ
ー

  

毎
月
第
２
金
曜
日
︵
２
月
は
第

４
金
曜
日
︶
午
後
１
～
３
時

・
地
域
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

﹁
な
か
つ
え
﹂

  

毎
月
第
３
金
曜
日

 

 
午
前
10
時
～
正
午

 

・
上
津
江
振
興
局

 

 
毎
月
第
３
金
曜
日

  

午
後
１
～
３
時

 

ヒ
ュ
ッ
ゲ
︵
精
神
障
が
い)

 

・
天
瀬
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

 

 
毎
月
第
１
月
曜
日
︵
５
月
は
休

み
︶
午
前
10
時
30
分
～
正
午

 

・
大
山
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

 

 
毎
月
第
２
木
曜
日

 

 
午
後
１
～
２
時
30
分

 

・
前
津
江
保
健
セ
ン
タ
ー

 

 
毎
月
第
２
木
曜
日

  

午
前
10
時
30
分
～
正
午

 

・
中
津
江
振
興
局

 

 
毎
月
第
１
木
曜
日

 

 
午
後
１
～
２
時
30
分

問問

問

問

問

工
場
等
を
増
設
し
た
場
合
の

 
 
 
 
 
 
 
 
助
成
制
度

町
名
表
示
板
、
住
居
番
号
表
示

板
の
再
交
付
受
付

大
分
県
交
通
災
害
共
済

 
 
 
 
 
 
 
 
一
部
変
更

自
治
基
本︵
ま
ち
づ
く
り
︶
条
例

の
策
定
に
向
け
た
取
組

小
学
校
新
１
年
生

 
児
童
医
療
費
の
登
録
申
請
を

お
知
ら
せ

障
が
い
に
関
す
る
相
談
窓
口
を

移
転

保
健
・
福
祉

田島２丁目

６－１
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・
上
津
江
振
興
局

 

毎
月
第
１
木
曜
日

 
午
前
10
時
30
分
～
正
午

 
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

 
☎
 
８
２
９
０
︵
市
役
所
１
階) 

 
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
期
限

は
、
翌
月
の
末
日
で
す
。
納
付
期

限
か
ら
２
年
を
過
ぎ
た
未
納
の
保

険
料
は
、
納
め
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
。
納
付
書
の
使
用
期

限
を
確
認
し
、
保
険
料
は
納
付
期

限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

※
一
部
免
除
の
承
認
を
受
け
て
い

る
方
も
、
保
険
料
を
納
め
な
い

と
未
納
に
な
り
ま
す
。

 

社
会
保
険
課
国
保
・
年
金
係

  

☎
 
８
２
７
１
︵
市
役
所
１
階) 

日
本
年
金
機
構
日
田
年
金
事
務
所  

☎
 
６
１
７
４

 

住
宅
改
造
資
金
の
助
成

 

■
対
象
 
 
 
 
 
 
 

 

身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
若

し
く
は
療
育
手
帳
Ａ
級
又
は
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級

の
障
が
い
者
で
、
居
住
す
る
住

宅
を
改
造
し
よ
う
と
す
る
方
が

属
す
る
世
帯
全
員
の
前
年
所
得

税
額
合
計
が
14
万
円
以
下
の
方

 

※
在
宅
高
齢
者
住
宅
改
造
助
成
事

業
の
対
象
と
な
る
方
は
除
く
。

 

■
助
成
額
 
補
助
基
準
額
︵
60
万

円
を
上
限
︶
の
３
分
の
２
以
内

 

住
宅
改
造
資
金
の
融
資

 

︵
無
利
子
貸
付
︶

 

■
対
象
 
身
体
障
害
者
手
帳
１
・

２
級
若
し
く
は
療
育
手
帳
Ａ
級

又
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
１
級
の
障
が
い
者
で
、
居
住

す
る
住
宅
を
改
造
し
よ
う
と
す

る
方

 
■
資
格
 
障
が
い
者
本
人
又
は
障

が
い
者
と
同
居
し
て
い
る
方
で

返
済
能
力
の
あ
る
方

 

■
貸
付
額

 

 
１
世
帯
１
０
０
万
円
以
内

 

■
返
済
方
法
 
貸
付
月
の
翌
月
か

ら
10
年
以
内
の
元
金
均
等
払
い

 

■
申
込
期
限

 

 
い
ず
れ
も
５
月
14
日
㈮

 

※
い
ず
れ
も
、
障
が
い
の
内
容
に

応
じ
た
住
宅
改
造
が
対
象
で
す
。

詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

 

社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

 
☎
 
８
２
９
０
︵
市
役
所
１
階)  

■
内
容
 
住
宅
改
造
が
必
要
な
身

体
状
況
の
在
宅
高
齢
者
が
い
る

住
宅
を
、
高
齢
者
に
適
す
る
よ

う
に
改
造
す
る
経
費
の
一
部
を

助
成

 

■
対
象
 
次
の
①
～
③
の
い
ず
れ

か
に
該
当
し
、
前
年
の
世
帯
全

員
の
所
得
税
額
が
14
万
円
以
下

の
方

 

①
要
介
護
認
定
に
お
い
て
要
支
援
、

要
介
護
と
認
定
さ
れ
た
高
齢
者

が
い
る
世
帯

②
住
宅
改
造
が
必
要
な
75
歳
以
上

の
高
齢
者
が
い
る
世
帯

③
住
宅
改
造
が
必
要
な
65
歳
以
上

の
高
齢
者
の
み
の
世
帯

 

■
助
成
対
象
工
事
 
玄
関
︵
他
の

室
外
へ
の
出
入
口
︶
、
浴
室
、

便
所
、
廊
下
、
台
所
、
階
段
等

 

■
助
成
額
 
基
準
額
の
３
分
の
２

以
内
︵
基
準
額
の
上
限
は
60
万

円
︶

※
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方

は
、
介
護
保
険
の
住
宅
改
修
を

含
み
ま
す
。

 

■
申
込
期
限
 
５
月
14
日
㈮

 

※
工
事
着
工
前
に
所
定
の
手
続
が

必
要
で
す
。
詳
細
は
、
左
記
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

社
会
保
険
課
介
護
保
険
係

☎
 
８
２
６
４
︵
市
役
所
１
階)

 

  

妊
娠
中
の
不
安
を
解
消
し
、
健

康
に
過
ご
し
て
丈
夫
な
赤
ち
ゃ
ん

を
産
み
育
て
る
た
め
の
、
出
産
準

備
・
育
児
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

 

■
と
き
・
内
容

                

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
７
～
８

時
30
分
︵
受
付
時
間
は
午
後
６

時
30
分
～
︶

 

■
と
こ
ろ
 
ウ
ェ
ル
ピ
ア

 

■
参
加
費
 
無
料

 

■
募
集
数
 
20
組
程
度

 

■
申
込
方
法
 

 

 
左
記
に
電
話
で
申
込
み

 
■
申
込
期
限
 
５
月
10
日
㈪

 
地
域
保
健
課
健
康
支
援
係

 

☎
 
３
０
０
０
︵
ウ
ェ
ル
ピ
ア

内)

   

■
と
き
・
と
こ
ろ

 

 
４
月
25
日
㈰

 

・
午
前
９
時
30
分
～
正
午
、
午
後

１
～
４
時
30
分

 

 
 
ダ
イ
エ
ー
日
田
店

 

・
午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時
、 

午
後
２
～
４
時
30
分

 

 
 
サ
ニ
ー
日
田
店

 

 
 
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｔ
Ａ
Ｙ
Ａ
日
田
店

 

※
問
診
結
果
等
に
よ
っ
て
は
献
血

を
お
断
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

 

※
３
日
以
内
に
薬
︵
漢
方
薬
、
健

胃
薬
を
除
く
︶
を
服
用
さ
れ
た

方
、
70
歳
以
上
の
方
は
献
血
で

き
ま
せ
ん
。

 

※
受
付
時
に
本
人
確
認
を
行
い
ま

す
の
で
、
免
許
証
、
保
険
証
な

ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

 

※
一
般
献
血
︵
４
０
０
ml
︶
の
み
。

 

日
田
市
献
血
推
進
協
議
会
事
務
局

 ︵
地
域
保
健
課
保
健
医
療
係
内
︶

☎
 
８
２
３
１
︵
市
役
所
１
階)

問

問

問

問

問
日
田
青
年
会
議
所
主
催

 
 
 
 
 
献
血
に
ご
協
力
を

在
宅
重
度
障
が
い
者
に
住
宅
改

造
資
金
の
助
成
・
融
資

問
国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ

に
注
意

た
ま
ご
学
級
開
催

在
宅
高
齢
者
の
住
宅
改
造
資
金

の
助
成

広報

次回は

５月１日号
４月30日㈮に発送します。

赤ちゃんの入浴の仕方

お父さんの妊婦体験

子どもの事故予防

妊娠中の歯科と栄養に

ついて

助産師講話

５月14日㈮

５月21日㈮

５月27日㈭

６月４日㈮

第１回

第２回

第３回

第４回

保健師

救急救命士

歯科衛生士

栄養士

助産師

※講師の都合により、内容が入れ替わることがあります。  

とき 内容 講師
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くらしの情報

春
の
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

お
祭
り
芸
能
隊
募
集

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

教
室
 
生
徒
募
集

第
43
回

津
江
山
系
釈
迦
連
峰
山
開
き

県
民
す
こ
や
か
ス
ポ
ー
ツ
祭

募
 
集

イ
ベ
ン
ト

 

 
体
育
保
健
課
体
育
保
健
係

 

 
☎
 
８
２
２
２
︵
市
役
所
別
館

２
階
︶

 

       

■
と
き
 
４
月
29
日
㈷

 

 
午
前
10
時
～
︵
開
会
式
︶

 

■
と
こ
ろ
 
椿
ケ
鼻
ハ
イ
ラ
ン
ド

パ
ー
ク
︵
前
津
江
町
︶

 

■
内
容 

 
神
事
・
式
典
、
宝
探
し
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど

    

   前
津
江
町
ま
つ
り
実
行
委
員
会

︵
前
津
江
振
興
局
産
業
建
設
課
内
︶

☎
 
２
１
１
１

■
と
き
 
５
月
９
日
㈰

 

 
午
前
６
時
～
午
後
３
時
︵
午
前

５
時
50
分
ま
で
に
市
役
所
北
側

駐
車
場
集
合)

 

■
と
こ
ろ
 
九
重
町
長
者
原
自
然

観
察
路
・
長
者
原
ビ
ジ
タ
ー
セ

ン
タ
ー

 

■
参
加
費
 
無
料

 

■
指
導
者 

 
日
本
野
鳥
の
会
日
田

地
区
支
部

■
募
集
数
 
約
50
人

 
■
申
込
開
始
日
︵
先
着
順
︶

 
 
４
月
19
日
㈪
～

 

■
申
込
方
法
 
左
記
に
電
話
で
申
込
み

 

博
物
館
 
☎
 
５
３
９
４

      

■
と
き
 
毎
月
第
１
・
３
火
曜
日

午
後
７
～
９
時

 

■
受
講
場
所
 
中
央
公
民
館
︵
文

化
セ
ン
タ
ー
︶

 

■
受
講
料
 
月
額
１
５
０
０
円
、

 
運
営
費
と
し
て
年
１
回
５
０
０
円

 

※
別
途
材
料
費
が
必
要
で
す
。

■
講
師
 
古
賀
喜
穂
美

氏

 

■
申
込
方
法

 
左
記
の
窓
口
に
直
接
申
込
み

 

■
申
込
期
限
 
５
月
７
日
㈮

  

中
央
公
民
館
 
☎
 
６
８
６
８

 
５
月
22
・
23
日
に
行
わ
れ
る
日

田
川
開
き
観
光
祭
で
、
お
祭
り
芸

能
隊
に
出
場
す
る
団
体
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

 

■
対
象
 
10
人
以
上
の
団
体

 

※
出
場
者
は
、
市
内
外
を
問
わ
ず

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

 

日
田
ま
つ
り
振
興
会
事
務
局

 ︵
観
光
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
振
興
課
内) 

☎
 
８
２
１
０
︵
市
役
所
７
階) 

問

問問

問

問

開催種目 期日 会場 参加対象 参加費 申込期限担当者名 問い合わせ先

大分県障害者スポ
ーツ指導者協議会

（堀川裕二）

日田市グラウンド
ゴルフ協会

（松並好美）

大分県ソフトバレ
ーボール連盟

（宮崎正俊）

玖珠町体育指導委
員協議会

（小田和彦）

九重町教育委員会
（河島大輝）

教育委員会
（梶原正隆）

大分県フォークダ
ンス連盟

（濱四季枝）

水郷日田クラブ
（藤波正男）

日田市インディア
カ協会

（小野忠士）

大分県武術太極拳
連盟

（安部哲也）

大分県ウォーキン
グ協会

（浦松辰信）

玖珠町ゲートボー
ル協会

（石井康夫）

卓球バレー

グラウンド・ゴ
ルフ

ソフトバレーボ
ール

チャレンジ・ザ
・ゲーム

綱引

ビーチボール

フォークダンス

ターゲット・バ
ードゴルフ

インディアカ

武術太極拳

ウォーキング

ゲートボール

大分県立日田支援
学校（旧日田養護
学校）体育館

日田市天瀬総合グ
ラウンド

日田市総合体育館

玖珠町Ｂ＆Ｇ海洋
センター体育館

九重町九重文化セ
ンター体育館

日田市中城体育館

日田市総合体育館
剣道場

日田市上野公園病
院グラウンド

日田市立東部中学
校体育館

日田市中城体育館

日田市陸上競技場
横駐車場

玖珠町立玖珠中学
校グラウンド

どなたでも

小学生以上

18歳以上

どなたでも

〃

〃

〃

中学生以上

どなたでも

〃

〃

〃

無料

一人300円、
小学生無

料

一人500円

無料

１チーム
1,000円

無料

一人300円、
高校生以

下
100円

一人100円

１チーム
1,000円

一人500円

一人300円

５月８日㈯

９日㈰

〃

〃

〃

〃

〃

15日㈯

16日㈰

〃

23日㈰

〃

４月30日
（当日可）

５月１日

５月３日

５月６日

５月６日

４月30日

５月６日
（当日可）

４月30日

５月10日

５月８日

当日

５月15日

0977-66-0277

24-1067

090-1976-9923

0973-72-6880

0973-76-3823

22-8222

22-3258

22-5174

23-5339

097-597-1233

0977-85-5345

0973-73-7379

会員100円、
一般200円、
高校生以下

100円
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■
と
き

 

 
５
月
22
日
㈯
・
23
日
㈰

 

 
午
前
10
時
～
午
後
４
時
の
間
の

20
～
30
分
程
度

 

■
と
こ
ろ
 
Ｊ
Ｒ
日
田
駅
前

■
申
込
方
法
 
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、

出
演
希
望
グ
ル
ー
プ
又
は
個
人

名
、
代
表
者
氏
名
、
連
絡
先
、

出
演
内
容
︵
バ
ン
ド
、
ダ
ン
ス
、

 
民
謡
な
ど
︶
、
曲
名
、
希
望
日

時
を
記
入
の
上
、
左
記
に
申
込

み
︵
電
話
で
も
可
︶

 

※
イ
ベ
ン
ト
に
は
年
齢
や
分
野
に

か
か
わ
ら
ず
参
加
で
き
ま
す
が
、

音
響
機
器
の
内
容
に
納
得
い
た

だ
け
る
方
に
限
り
ま
す
。

 

※
出
演
料
、
交
通
費
等
の
支
給
は

あ
り
ま
せ
ん
。

 

■
申
込
期
限
 
５
月
７
日
㈮

 

日
田
ま
つ
り
振
興
会
事
務
局

 ︵
観
光
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
振
興
課
内) 

☎
 
８
２
１
０
︵
市
役
所
７
階) 

 ︵
Ｆ
Ａ
Ｘ
︶
 
８
３
２
８

■
対
象
者
 
商
店
街
振
興
組
合
等

が
選
定
し
た
個
人
又
は
法
人
等

の
団
体

 

■
補
助
内
容
 
空
き
店
舗
を
借
り

て
新
規
に
店
舗
を
開
設
す
る
際

の
店
舗
改
装
費
、
月
額
賃
借
料
等

 

■
補
助
額
 
補
助
対
象
事
業
費
の

２
分
の
１
以
内
︵
上
限
１
５
０

万
円
︶

 

■
申
込
方
法
 
事
前
に
左
記
に
相

談
の
上
、
申
込
み

 

※
必
ず
、
事
業
実
施
前
に
左
記
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

商
工
労
政
課
商
業
振
興
係

 

☎
 
８
２
３
９
︵
市
役
所
６
階)

 

■
募
集
内
容

 

 
地
域
の
先
生
 
２
人
程
度

 

 
学
び
の
教
室
で
国
語
・
算
数
の

ド
リ
ル
学
習
を
教
え
て
く
れ
る
方

 

※
特
に
資
格
は
問
い
ま
せ
ん
が
、

子
ど
も
た
ち
に
何
か
を
教
え
た

り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
経
験
の
あ

る
方
を
歓
迎
し
ま
す
。

 

■
申
込
方
法
 
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
記
入
し
、
は
が
き
又

は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
左
記
に
申
込

み
︵
電
話
で
も
可
︶

 

■
申
込
期
限
 
５
月
７
日
㈮

 

※
学
び
の
教
室
と
は
、
放
課
後
子

ど
も
教
室
の
一
環
と
し
て
、
放

課
後
の
小
学
校
等
を
利
用
し
、

地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
の
学
び

を
支
援
す
る
取
組
で
す
。

 

〒
８
７
７-

８
６
０
１
︵
住
所

記
載
不
要
︶

 

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
推
進
係 

☎
 
８
２
３
５
︵
市
役
所
別
館

２
階)

︵
Ｆ
Ａ
Ｘ
︶
 
８
３
３
３

     

■
と
き
 
５
月
９
日
㈰
、
16
日
㈰

 

 
午
前
９
時
～
午
後
５
時

 

■
と
こ
ろ
 
日
田
公
証
役
場

 

 ︵
市
役
所
前
の
交
差
点
の
角
︶

 

■
相
談
員

 
日
田
公
証
役
場
公
証
人

 

■
相
談
内
容
 
遺
言
、
相
続
、
離

婚
、
金
銭
貸
借
、
賃
貸
借
、
会

社
定
款
、
高
齢
者
の
財
産
管
理

な
ど
の
法
律
相
談
︵
平
日
の
電

話
予
約
が
必
要
で
す
︶

 

 
日
田
公
証
役
場
 
☎
 
６
７
５
１

 

■
と
き
 
５
月
10
日
㈪

 

 
午
後
１
時
30
分
～
４
時

 

■
と
こ
ろ

 

 
市
役
所
地
下
消
費
生
活
相
談
室

 

■
相
談
員
 
宅
地
建
物
取
引
主
任
者

 

 ︵
宅
建
協
会
役
員
︶

 

■
相
談
内
容
 
不
動
産
取
引
に
関

わ
る
一
般
相
談
︵
事
前
に
電
話

で
予
約
が
必
要
で
す
︶

 

宅
地
建
物
取
引
業
協
会
日
田
支
部

☎
 
２
１
０
３

  

■
と
き
 
５
月
12
日
㈬

 

 
午
後
１
～
５
時

 

※
相
談
時
間
は
30
分
以
内

 

■
と
こ
ろ

 
市
役
所
地
下
消
費
生
活
相
談
室

 

■
相
談
員
 
弁
護
士

 

■
相
談
内
容
 
多
重
債
務
を
始
め

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談

 

■
募
集
数
 
８
人(

先
着
順
︶

 

※
事
前
に
電
話
で
申
込
み
が
必
要

 

■
予
約
開
始
日
 
４
月
26
日
㈪

  

午
前
８
時
30
分
～

 ︻
申
込
先
︼

商
工
労
政
課
消
費

生
活
・
労
働
福
祉
係

☎
 
９
３
９
３
︵
市
役
所
６
階)

     

第
５
回
 
チ
ャ
リ
テ
ィ
ふ
れ
あ
い

リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
大
会

 

□
と
き
 
４
月
25
日
㈰

 

 
午
前
10
時
～
︵
午
前
９
時
受
付

開
始
︶

 

□
と
こ
ろ
 
陸
上
競
技
場

 
□
種
目
 
１
チ
ー
ム
５
人
以
上
で

編
成
し
た
チ
ー
ム
が
４
２.

１

９
５
km
を
リ
レ
ー
方
式
で
走
破

 

※
一
人
８
０
０
ｍ
︵
ト
ラ
ッ
ク
２

周
︶
以
上
続
け
て
走
る
こ
と
が

原
則
で
す
。

 

□
参
加
費
 
無
料

 

※
当
日
は
、
飲
み
物
、
軽
食
を
準

備
し
ま
す
。
ま
た
、
会
場
で
は

福
祉
事
業
に
寄
贈
す
る
募
金
を

行
っ
て
い
ま
す
。

 

※
参
加
者
は
、
事
前
に
医
師
の
健

康
診
断
を
受
け
、
各
自
で
保
険

に
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

 

□
申
込
方
法

 

 
左
記
に
電
話
で
申
込
み

 

□
申
込
期
限
 
４
月
22
日
㈭

 

□
問
い
合
わ
せ
 
日
田
走
ろ
う
会

︵
五
島
︶
／
☎
 
３
５
５
２

  

お
年
寄
り
の
住
ま
い
を
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
工
事
で
改
善
し
ま
す

 

□
対
象
者
 
市
内
に
居
住
す
る
65

歳
以
上
の
単
身
者
及
び
高
齢
者

の
み
の
世
帯
の
方
で
、
家
族
が

遠
方
に
住
ん
で
お
り
直
接
的
及

び
経
済
的
に
援
助
で
き
な
い
方

 

□
工
事
内
容

 

 
軽
微
な
改
善
、
修
理
等

 

□
工
事
費
用
 
材
料
費
実
費
程
度

 

※
支
払
可
能
な
方
は
、
人
件
費
半

額
程
度
を
負
担
し
て
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
。

 

□
申
込
方
法
 

 

 
左
記
に
電
話
で
申
込
み

 

□
申
込
期
限
 
４
月
30
日
㈮

 

□
問
い
合
わ
せ
 
高
齢
者
住
宅
環

境
整
備
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
事
務

局(

東
雲)

／
☎
 
７
７
６
４ 

問

問

問

問

問
無
料
弁
護
士
相
談
会

不
動
産
市
民
相
談
室
 
 
無
料

日
曜
公
証
遺
言
法
律
相
談

無
料

問

﹁
学
び
の
教
室
﹂
先
生
募
集

相
 
談

新
規
出
店
者
を
支
援
す
る
﹁
商

店
街
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
事

業
﹂
の
公
募

日
田
川
開
き
観
光
祭
ス
テ
ー
ジ

イ
ベ
ン
ト
出
演
者
募
集

タ
ウ
ン

タ
ウ
ン

タ
ウ
ン

タ
ウ
ン



今
号
の
コ
ラ
ム
は
、
ケ
ビ
ン
が
担
当
し
ま
す
。

チ
ェ
ン
と
ケ
ビ
ン
の

20

モ
ル
デ
ィ
ブ
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⑤

国
際
交
流
の

国
際
交
流
の

国
際
交
流
の

ス
ス
メ

ス
ス
メ

ス
ス
メ

海外からのお便り海外からのお便り海外からのお便り

 

 
山
崎
雅
美
さ
ん
の
モ
ル
デ
ィ
ブ
か
ら

の
お
便
り
を
お
送
り
し
ま
す
。

 
 
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

  
１
月
中
旬
か
ら
２
月
末
ま
で
の
１
か

月
半
、
ケ
オ
ド
ゥ
島
で
の
活
動
が
無
事

終
了
し
ま
し
た
。
ケ
オ
ド
ゥ
島
で
は
、

モ
ル
デ
ィ
ブ
人
だ
け
で
は
な
く
イ
ン
ド

人
な
ど
、
１
０
０
人
近
く
の
子
ど
も
た

ち
に
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
教
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
人
に
お
世

話
に
な
り
、
１
か
月
半
楽
し
く
活
動
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 

 
ケ
オ
ド
ゥ
島
を
離
れ
る
と
き
に
、
こ

の
島
で
活
動
を
し
て
い
る
隊
員
と
子
ど

も
た
ち
か
ら
の

サ
プ
ラ
イ
ズ
プ

レ
ゼ
ン
ト
が
！

 

ち
ょ
っ
と
バ
ラ

バ
ラ
だ
け
ど
、

﹁
や
ま
せ
ん
せ

い
あ
り
が
と
う
﹂

と
日
本
語
で
書

い
て
く
れ
ま
し
た
。
と
っ
て
も
う
れ
し

い
サ
プ
ラ
イ
ズ
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
し
た
。

 

 
そ
し
て
、
一
度
首
都
マ
ー
レ
に
戻
り
、

協
会
に
今
回
の
活
動
報
告
を
行
い
次
の

任
地
へ
出
発
で
す
！

 

 
次
の
任
地
は
首
都
マ
ー
レ
か
ら
飛
行

機
で
１
時
間
10
分
、
赤
道
を
越
え
、
さ

ら
に
は
ス
ピ
ー
ド
ボ
ー
ト
で
１
時
間
と

首
都
か
ら
随
分
離
れ
た
赤
道
直
下
の
島
、

フ
ォ
ー
ム
ラ
ク
島
で
す
。
こ
の
島
は
首

都
マ
ー
レ
の
３
倍
く
ら
い
の
大
き
な
島

で
す
。

 

 
前
回
の
ケ
オ
ド
ゥ
島
は
、
歩
い
て
15

分
く
ら
い
で
島
を
１
周
で
き
ま
し
た
が
、

こ
こ
で
は
ど
れ
く
ら
い
か
か
る
ん
だ
ろ

う
？
車
も
バ
イ
ク
も
た
く
さ
ん
走
っ
て

い
る
し
、
モ
ル
デ
ィ
ブ
で
は
珍
し
く
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
で
舗
装
さ
れ
た
大
き
な
道

路
も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
大
き
な
特

徴
は
、
た
く
さ
ん
の
野
菜
や
果
物
を
育

て
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
モ
ル
デ
ィ
ブ

は
、
土
の
あ
る
島
が
ほ
と
ん
ど
な
く
野

菜
や
果
物
な
ど
は
ほ
と
ん
ど
輸
入
し
て

い
ま
す
。
多
く
の
地
方
島
で
は
、
一
度

首
都
を
経
由
し
て
野
菜
や
果
物
が
輸
入

さ
れ
る
た
め
、
新
鮮
な
も
の
は
手
に
入

り
ま
せ
ん
が
、
こ
こ
で
は
新
鮮
な
野
菜

や
果
物
が
た
く
さ
ん
手
に
入
り
ま
す
。

 
 
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
モ
ル
デ
ィ
ブ
事
務
所
の

調
整
員
に
、
地
方
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ

な
性
格
や
特
徴
が
あ
っ
て
面
白
い
よ
、

と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
前
回
の
ケ

オ
ド
ゥ
島
と
は
島
の
雰
囲
気
も
島
民
の

性
格
も
全
く
違
い
ま
す
。

 

 
こ
の
島
で
は
、
４
つ
の
学
校
を
巡
回

し
、
週
に
２
回
ず
つ
教
え
ま
す
。
さ
て

さ
て
、
今
回
は
何
人
の
子
ど
も
た
ち
が

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
楽
し
ん
で
く
れ
る
の

か
楽
し
み
で
す
！

      

 
今
年
の
２
月
、

カ
ナ
ダ
で
３
番
目

に
大
き
な
町
バ
ン

ク
ー
バ
ー
で
、
第

21
回
冬
季
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

 

 
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
17
日
間
で
、
選
手

と
観
客
に
と
っ
て
は
、
数
え
切
れ
な
い

ほ
ど
の
思
い
出
が
作
ら
れ
た
こ
と
で
し

ょ
う
。

 

 
７
年
前
、
カ
ナ
ダ
が
開
催
都
市
に
選

ば
れ
た
と
き
、
ま
さ
か
日
本
で
︵
し
か

も
日
田
で
︶
過
ご
し
て
い
る
と
は
思
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

 

 
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
中
、
カ
ナ
ダ
の

友
達
は
バ
ン
ク
ー
バ
ー
に
行
き
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
の
チ
ケ
ッ
ト
は
持
っ
て
い
な

か
っ
た
け
ど
、
た
だ
そ
こ
に
行
っ
て
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
ピ
リ
ッ
ト
︵
精
神
︶
を

感
じ
、
体
験
し
た
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

町
で
は
毎
日
、
カ
ナ
ダ
の
国
旗
を
持
っ

て
体
に
メ
ー
プ
ル
リ
ー
フ
を
塗
っ
た
人
々

で
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

 

 
バ
ン
ク
ー
バ
ー
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

組
織
委
員
会
は
、
北
京
や
ロ
ン
ド
ン
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
組
織
委
員
会
の
よ
う
に
高

額
な
予
算
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
カ
ナ
ダ
に
は
２
万
５
千
人
の
友
好

的
で
熱
烈
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
い
ま
し

た
。
彼
ら
の
お
か
げ
で
バ
ン
ク
ー
バ
ー

は
、
多
数
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
者
か
ら
、

１
９
９
４
年
の
リ
レ
ハ
ン
メ
ル
冬
季
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
以
来
最
も
フ
レ
ン
ド
リ
ー

で
、
熱
狂
を
感
じ
ら
れ
る
主
催
市
と
認

め
ら
れ
ま
し
た
。

 

 
ま
た
、
カ
ナ
ダ
で
一
番
人
気
が
あ
る

男
子
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
は
、
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
最
後
の
金
メ
ダ
ル
を
取
り
ま
し
た
！

カ
ナ
ダ
の
友
達
は
、
ス
タ
ジ
ア
ム
に
入

れ
ず
、
街
頭
に
用
意
さ
れ
た
大
き
な
テ

レ
ビ
で
、
何
十
万
人
の
人
た
ち
と
一
緒

に
試
合
を
見
た
そ
う
で
す
。
私
も
、
カ

ナ
ダ
に
い
る
友
達
に
負
け
ず
に
、
日
田

の
ア
パ
ー
ト
で
朝
５
時
か
ら
カ
ナ
ダ
の

ジ
ャ
ー
ジ
ー
を
着
て
、
国
旗
を
持
っ
て

試
合
を
見
ま
し
た
。

  

岩
手
県
に
い
る
ア
メ
リ
カ
人
の
友
達

も
試
合
を
見
て
い
た
の
で
、
私
た
ち
は

試
合
を
見
な
が
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

会
話
を
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
母
国

を
応
援
し
、
一
緒
に
叫
ん
だ
り
、
嘆
い

た
り
、
本
当
に
面
白
か
っ
た
で
す
。

 

 
日
田
の
ア
パ
ー
ト
の
布
団
の
中
で
、

２
０
１
０
年
バ
ン
ク
ー
バ
ー
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
ア
イ 

ス

ホ
ッ
ケ
ー
の 

決

勝
戦
を
見
た
こ 

と
は
、
何
十
年 

た
っ
て
も
忘
れ 

ら
れ
な
い
と
思 

い
ま
す
。

 

フォームラク島
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コラム 27卯月の
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～
心
豊
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共
生
社
会
の

 
 
 
 
実
現
を
目
指
し
て
～
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次
の
二
つ
の
文
章
を
見
て
、
そ
れ
ぞ
れ

登
場
人
物
が
ど
う
い
う
関
係
な
の
か
考
え

て
み
て
く
だ
さ
い
。

①
﹁
息
子
よ
、
息
子
！
﹂

 

 
路
上
で
交
通
事
故
が
あ
り
ま
し
た
。
大

型
ト
ラ
ッ
ク
が
、
あ
る
男
性
と
彼
の
息
子

を
ひ
き
ま
し
た
。
父
親
は
即
死
し
ま
し
た
。

息
子
は
病
院
に
運
ば
れ
ま
し
た
。
彼
の
身

元
を
病
院
の
外
科
医
が
確
認
し
ま
し
た
。

外
科
医
は
﹁
息
子
！
こ
れ
は
私
の
息
子
！
﹂

と
悲
鳴
を
上
げ
ま
し
た
。

②
﹁
二
人
の
裁
判
官
﹂

 

 
二
人
の
裁
判
官
が
夕
食
の
後
、
仕
事
の

こ
と
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

 

 
一
方
の
裁
判
官
が
﹁
今
日
の
昼
間
の
裁

判
の
男
を
ど
う
し
ま
し
ょ
う
か
。
も
し
あ

な
た
が
私
だ
っ
た
ら
、
ど
の
よ
う
に
裁
き

ま
す
か
﹂
と
質
問
し
ま
し
た
。

 

 
そ
れ
に
対
し
て
、
も
う
一
方
の
裁
判
官

は
﹁
あ
な
た
は
私
が
答
え
ら
れ
な
い
と
い

う
こ
と
を
知
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。
彼
の

父
親
は
５
年
前
に
死
ん
だ
と
い
う
だ
け
で

な
く
、
彼
は
私
の
息
子
で
も
あ
る
の
で
す
﹂

と
答
え
ま
し
た
。

  

 
皆
さ
ん
は
ど
う
感
じ
た
で
し
ょ
う
か
。

ど
ち
ら
の
文
章
も
父
親
は
死
ん
で
い
る
の

に
﹁
私
の
息
子
﹂
と
言
っ
て
い
る
の
で
、

何
か
意
味
の
通
じ
な
い
変
な
文
章
だ
と
思

っ
た
方
も
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
は
多
分
皆
さ
ん
が
﹁
外
科
医
は
男
性
﹂

﹁
裁
判
官
は
男
性
﹂
と
イ
メ
ー
ジ
し
た
か

ら
で
す
。
そ
こ
で
、
外
科
医
と
裁
判
官
を

女
性
と
イ
メ
ー
ジ
し
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う

か
。
す
る
と
、
母
親
と
息
子
と
い
う
関
係

が
見
え
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

 

 
私
た
ち
の
意
識
の
中
に
は
い
ろ
い
ろ
な

固
定
観
念
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
今
回

の
よ
う
に
多
く
の
人
が
女
性
の
外
科
医
や

裁
判
官
が
存
在
す
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る

の
に
﹁
外
科
医
や
裁
判
官
は
男
性
の
仕
事
﹂

と
一
面
的
に
イ
メ
ー
ジ
す
る
よ
う
な
、
特

定
の
集
団
に
対
す
る
固
定
観
念
の
こ
と
を

ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
と
い
い
ま
す
。

 

 
固
定
観
念
や
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
は
、
思

い
込
み
が
強
く
な
り
、
好
き
嫌
い
の
感
情

が
加
わ
る
と
偏
見
と
な
り
、
さ
ら
に
、
エ

ス
カ
レ
ー
ト
し
て
行
動
に
表
れ
る
と
差
別

へ
と
容
易
に
変
化
し
ま
す
。

 

 
差
別
を
な
く
す
た
め
に
は
、
偏
見
が
作

ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
大
切
な
こ
と
は
、
私
た
ち
一

人
ひ
と
り
が
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に

身
に
付
い
た
固
定
観
念
や
ス
テ
レ
オ
タ
イ

プ
に
気
付
く
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

︻
問
い
合
わ
せ
︼
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

☎
 
８
０
１
７
︵
市
役
所
別
館
１
階
︶

Ｑ
固
定
観
念
で
人
を
判
断
す
る
こ
と
は

 
や
め
ま
し
ょ
う
。

新年度が始まりました

市内循環バス「ひたはしり１号・２号」

  今年は、桜の開花が早かった

のですが、咲いた桜が震える気

候が続いています。市内では、

あちらこちらに桃の花も咲き、

菜の花と桜の花の素晴らしい彩

りを目にすることができ、春盛

りですが、春爛漫というにはちょっと寒いですね。

もうすぐ暖かくなると思います。芽吹く季節になり、

新年度に期待を膨らませスタートを切りたいと思い

ます。

  市役所には新採用職員が14人誕生しました。初々

しく緊張に包まれた新採用職員の皆さんの未知のエ

ネルギーが楽しみです。ちなみに市では、３月末で

退職した職員が34人いましたので、職員数は20人

減りました。

  新年度になり、新しく始まったものがいくつかあ

ります。

  一つは、市内循環バス「ひたはしり１号・２号」

です。日田バスセンターを中心に、青色と緑色の鮮

やかな色のバスが運行していますので、是非、ご利

用ください。

  朝日ヶ丘団地から桃山町へ、市内中心部を縦につ

なぐバスも新たに走っていますし、中津江、上津江

のデマンドバスは松原ダムまで路線を延長しました。

  また、夜明と大鶴の駅舎が新しくなり、月出山小

学校の跡地は交流施設に生まれ変わりました。中央

公園、萩尾公園も新しくなりました。咸宜園教育研

究センターは秋に開館しますが、「咸宜園」を世界

遺産に登録する取組を始めます。景気が戻るには時

間が掛かるよ

うですが、自

らできる経済

の元気づくり

に取り組んで

いきたいと思

います。

らんまん



182010.  4. 15  広報ひた

【問い合わせ】広報室 ☎２２－８６２７（市役所６階）

広
報

9
8
5

【問い合わせ】文化振興課事業推進係 ☎２５－５０００（パトリア日田内）

「広報ひた」は、資源保護のため古紙再生紙と「大豆油インク」を使用しています。

発
行

／
日

田
市

 
 

 
〒

8
7
7

－8
6
0
1
 

大
分

県
日

田
市

田
島

二
丁

目
６

番
１

号

編
集

／
総

務
企

画
部

広
報

室
 

☎
2
3
－

3
1
1
1
 

日
田

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
 

h
ttp

://w
w

w
.c

ity
.h

ita
.o

ita
.jp

/ 
印

刷
／

尾
花

印
刷

有
限

会
社

ふるさとの  よいとこ再発見ふるさとの  よいとこ再発見ちょ
っと

ちょ
っと 41

二
代
景
行
天
皇
は
、
堂
々
た
る
お
姿
で
、
こ
と
に
足
の
力
が
強
く
、
熊

襲
を
ご
征
伐
の
時
、
直
入
郡
の
野
原
で
長
さ
六
尺
、
幅
三
尺
、
厚
さ
一

尺
五
寸
も
あ
る
大
き
な
石
を
空
中
高
く
、
け
上
げ
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い

る
。
そ
の
景
行
天
皇
が
筑
紫
の
熊
襲
を
征
伐
し
て
日
田
に
お
立
ち
寄
り
に
な

っ
た
と
い
う
こ
と
は
﹁
豊
後
風
土
記
﹂
に
記
さ
れ
て
い
る
。
上
野
村
に
お
着

き
に
な
っ
た
天
皇
は
、
見
晴
ら
し
の
良
い
坂
の
上
に
お
登
り
に
な
ら
れ
て
日

田
の
町
を
見
下
ろ
さ
れ
た
。
そ
し
て
﹁
こ
の
国
の
地
形
は
鏡
の
面
に
似
て
い

る
﹂
と
仰
せ
ら
れ
た
の
で
、
そ
れ
か
ら
こ
の
一
帯
を
鏡
坂
と
呼
ぶ
よ
う
に
な

っ
た
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
﹁
続
 
豊
後
日
田
の
昔
ば
な
し
﹂
よ
り

十 ﹁
鏡
坂
の
由
来
﹂︵
上
野
町
︶

〔作者〕

 （大山町東大山）

江田三喜夫さん

  カメラに興味を持ったのは18歳のころ。一度はやめていたものの、５年前から再開し

ました。現在は、友人らと一緒に切磋琢磨しながら技を磨いています。

  使用するカメラは、今はやりのデジタルではなくフィルム。仲間や愛用のカメラと一緒

にいろいろな所に足を運び、見た人が喜びを感じられるような写真を目指しています。

第
５
回
日
田
市
美
術
展
 
写
真
の
部

日
田
市
議
会
議
長
賞

飛
翔
 
 
 
 
江
田
 
三
喜
夫

 ︻
作
品
評
︼

 

 
青
色
に
白
い
雲
、
今
に
も
飛
ぼ
う
と
し

て
い
る
ハ
ン
グ
グ
ラ
イ
ダ
ー
。
良
い
シ
ャ

ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

 

︵
大
分
県
美
術
協
会
写
真
部
会
長

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大
崎
輝
彦
先
生
︶

せっ さ たく ま

く
ま

け
い
こ
う

そ


